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本時の目標 この時間のゴールを示し、生徒と共有する。 
～ができる ～が説明できる ～を習得する 
×単元名 ×行動目標 
学ぶ意義や価値 これからの社会への接続 
興味関心を高め、学びに対する意欲を高める工夫 

ふりかえり 本時の目標に対する個々の達成度合いを 

      確認し、深化、補充、発展につなげる 
形成評価と指導と評価の一体化 

 主体的、対話的で深い学びの追求 

 
教科における見方・考え方を培う 

 わかったぁ！できた！達成感が得られる 

 

 学びに向かう力・人間性の涵養 
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学びの個別最適化 
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設 

定 
授業の構想とは︖確認

授業の目標
（育成する資質・能力）

を決める

学習課題
（資質・能力が育成
できる学習方法）

を決める

評価の具体
（資質・能力はどうやった
ら把握できるか）

を決める

（教室等、限られた条件下
における）問題解決の内容、
方法を検討

（次の学習、生活、将来にも
いきる）一般化の内容、方
法を検討

学習指導要領の確認

教科書の確認

資質・能力について児童生
徒の獲得状況の確認

評価規準、判定基準の設定

評価方法の検討

児童
観
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指導
観

学習
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